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X,Y を位相空間とし，UX ,UY をそれぞれの位相（開集合系）とする．このとき，直積集合 X × Y につ
いて，

W ⊂ X × Y が開集合 def.⇐⇒ ∀(x, y) ∈ W, ∃U ∈ UX , ∃V ∈ UY , (x, y) ∈ U × V ⊂ W
⇐⇒ ∃Uλ ∈ UX ,∃Vλ ∈ UY , (λ ∈ Λ), W =

∪
λ∈Λ(Uλ × Vλ)

とおくと，X × Y の位相が定まる．この位相を直積位相という．
3-1 Rと R2 に通常のEuclid距離位相をそれぞれ入れる．このとき，R2 = R×R上の直積位相とEuclid
距離位相が一致することを確かめよ．(20)

3-2 R2 の同値関係 ∼ を 「(x, y) ∼ (x′, y′) def.⇐⇒∃(n,m) ∈ Z2, (x − x′, y − y′) = 2π(n,m)」で定める．こ
のとき，写像 exp : R2 → S1 × S1, exp(x, y) = (cos x, sinx, cos y, sin y) が，同相写像 R2/∼ → S1 × S1

を誘導することを説明せよ．(20)
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